
申
請
手
続
き
に
つ
い
て

の
問
題

問

生
活
保
護
法
の
改
定

で
「
水
際
作
戦
」
を
合
法

化
し
た
と
捉
え
る
専
門
家

も
い
る
。

申
請
書
は
生
活
保
護
窓

口
に
生
活
保
護
の
説
明
書

と
と
も
に
常
備
配
置
す
る

こ
と
に
つ
い
て
。

ま
た
、
事
情
の
あ
る
人

は
何
ら
か
の
方
法
で
「
申

請
意
思
」
が
明
確
に
な
れ

ば
保
護
申
請
受
理
と
言
う

こ
と
で
い
い
か
。

さ
ら
に
、
失
業
が
理
由

の
場
合
、
就
労
活
動
を
し

て
い
て
就
労
出
来
ず
収
入

が
な
い
場
合
は
申
請
を
受

け
付
け
で
い
い
の
か
。

健
康
福
祉
部
長

本
市
で

は
担
当
職
員
が
事
情
を
伺

い
公
的
支
援
制
度
活
用
を

踏
ま
え
な
が
ら
生
活
立
て

直
し
を
検
討
し
て
い
る
。

国
か
ら
も
保
護
申
請
意

思
尊
重
の
考
え
が
示
さ
れ

て
お
り
申
請
を
拒
む
こ
と

は
な
い
。

申
請
書
の
窓
口
常
備
配

置
で
な
く
意
思
を
確
認
し

た
上
で
渡
し
た
い
。

扶
養
義
務
の
関
係
に

つ
い
て

問

今
回
の
改
定
で
「
扶

養
義
務
者
へ
の
通
知
」
及

び
「
扶
養
義
務
者
に
報
告

を
求
め
る
規
定
」
が
新
設

さ
れ
た
。

政
府
見
解
で
は
「
一
律

に
扶
養
照
会
す
る
こ
と
な

く
、
一
人
一
人
に
つ
い
て

そ
の
適
否
を
確
認
し
、
申

請
者
の
合
意
の
上
に
行
わ

れ
る
べ
き
」
と
な
っ
て
い

る
が
ど
う
か
。

ま
た
、
実
質
的
に
扶
養

を
受
給
の
要
件
と
す
る
こ

と
に
な
ら
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長

扶
養
義

務
者
の
援
助
が
可
能
な
場

合
は
そ
れ
が
優
先
さ
れ
る

が
保
護
の
要
件
の
取
り
扱

い
は
し
て
い
な
い
。

一
律
で
は
な
く
、
扶
養

の
可
能
性
が
高
い
方
を
重

点
に
行
う
。

「
規
定
」
の
対
象
と
な

る
の
は
、
可
能
と
思
わ
れ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
履
行

し
な
い
極
め
て
限
定
的
な

も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

後
発
医
薬
品
の
利
用

促
進
に
つ
い
て

問

医
師
の
判
断
と
利
用

者
の
理
解
と
同
意
の
下
に

行
わ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え

る
が
。

処
方
す
る
医
師
が
銘
柄

名
で
処
方
し
て
い
る
場
合

及
び
本
人
が
先
発
医
薬
品

を
希
望
し
た
場
合
に
は
先

発
医
薬
品
を
使
用
す
る
と

い
う
こ
と
で
い
い
の
か
。

ま
た
、
医
療
機
関
や
薬

局
関
係
者
と
の
調
整
は
ど

う
か
。

健
康
福
祉
部
長

医
療
扶

助
に
特
化
と
た
も
の
で
な

く
患
者
負
担
軽
減
、
保
険

財
政
改
善
の
た
め
行
わ
れ

て
い
る
。

使
用
を
強
制
す
る
も
の

で
な
く
医
師
の
判
断
、
本

人
の
意
向
、
薬
局
の
事
情

等
を
尊
重
し
、
客
観
的
に

妥
当
性
を
欠
く
場
合
に
指

導
を
行
う
も
の
。

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が

不
足
、
増
員
を

問

国
の
基
準
は
一
人
あ

た
り

件
の
ケ
ー
ス
担
当

80

が
基
準
。
鶴
岡
市
の
場
合

は
平
均
で

人
を
超
え
る

90

水
準
。

こ
れ
で
は
、
丁
寧
な
行

き
届
い
た
支
援
が
で
き
な

い
。
増
員
す
べ
き
で
は
。

健
康
福
祉
部
長

本
市
の

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
担
当
は

平
均

世
帯
で
担
当
標
準

92

の

世
帯
を
大
き
く
上
回

80
っ
て
お
り
適
切
な
配
置
に

努
力
し
て
い
く
。
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問

就
学
援
助
制
度
の
充

実
の
た
め
に
は
、
準
要
保

護
へ
の
国
庫
補
助
の
復
活

と
と
も
に
、
国
に
対
し
十

分
な
財
政
保
障
を
求
め
る

べ
き
で
は
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費

な
ど
市
の
独
自
行
措
置
充

実
の
考
え
は
。
制
度
の
内

容
、
収
入
基
準
な
ど
の
周

知
、
相
談
窓
口
の
整
備
が

重
要
だ
が
。

教
育
長

就
学
援
助
は
、

平
成

年
度
は
小
中
と
も

20

５
・
２
％
だ
っ
た
が

年
25

度
に
は
小
学
生
７
・
０

％
、
中
学
生
９
・
１
％
と

増
え
て
お
り
、
教
育
の
機

会
均
等
の
た
め
に
は
国
の

財
源
の
裏
付
け
が
必
要
。

県
教
育
長
会
議
な
ど
を

通
じ
国
に
働
き
か
け
て
い

く
。市

の
独
自
の
措
置
は
行

っ
て
い
な
い
。
拡
大
や
増

額
よ
り
も
多
く
の
人
を
支

援
し
て
い
き
た
い
。

周
知
に
つ
い
て
は
、
入

学
説
明
会
で
説
明
す
る
と

共
に
公
報
「
教
育
つ
る
お

か
」
に
掲
載
し
て
い
る
。

民
生
児
童
委
員
、
教
育

委
員
会
、
学
校
が
連
携
し

生
活
困
窮
者
の
把
握
に
努

め
て
い
る
。

就
学
援
助
の
充
実
を

問

住
民
税
非
課
税
世
帯

を
対
象
と
し
た
各
種
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
減
免
制
度
の

適
用
に
つ
い
て
、
「
直
近

三
ヶ
月
の
平
均
所
得
」
で

適
用
す
る
よ
う
に
改
善
で

き
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長

急
激
な

所
得
の
減
少
の
理
由
な
ど

が
あ
る
と
思
う
の
で
個
別

に
相
談
を
お
願
い
し
た

い
。

非
課
税
世
帯
サ
ー
ビ
ス
対
象
基
準
見
直
し
を

３月16日、「特定秘密保護法廃止・憲法改悪許

さない」田川地区集会に200人が参加しました

４
日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
一
般
質
問
で
、
日
本

共
産
党
の
加
藤
太
一
議
員
は
、
低
所
得
者
支
援
（
生
活

保
護
、
非
課
税
世
帯
サ
ー
ビ
ス
、
就
学
支
援
）
な
ど

を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

生
活
保
護
、
申
請
者
の
合
意
で
扶
養
照
会
を



問

住
宅
産
業
は
、
本
市

の
貴
重
な
資
源
で
あ
る
木

材
を
活
用
す
る
産
業
、
関

連
業
者
１
万
人
と
も
言
わ

れ
る
裾
野
の
広
い
産
業
で

あ
り
、
そ
の
振
興
は
本
市

経
済
を
豊
か
に
し
て
い
く

上
で
大
き
な
意
義
。

鶴
岡
の
木
を
使
い
、
地

元
業
者
が
建
築
す
る
住
宅

の
発
展
が
重
要
。
関
係
者

の
共
同
の
組
織
で
あ
る
、

つ
る
お
か
住
宅
活
性
化
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
支
援
を

一
層
強
め
て
い
く
べ
き
。

地
場
産
材
住
宅
の

魅
力し

っ
か
り
育
成
さ
れ
、

仕
上
げ
ら
れ
た
木
材
は
、

強
度
、
耐
久
性
、
調
湿
機

能
、
ぬ
く
も
り
、
香
り
、

美
観
な
ど
、
豊
か
な
魅
力

を
持
ち
、
日
本
の
気
候
に

合
っ
た
素
材
。

地
場
産
材
住
宅
は
、
大

地
震
に
も
、
大
雪
、
強
風

に
も
し
っ
か
り
耐
え
う
る

優
れ
た
住
宅
で
、
本
来
、

大
手
住
宅
メ
ー
カ
ー
の
住

宅
を
凌
駕
す
る
魅
力
を
備

え
た
も
の
。

ポ
イ
ン
ト
と
な
る

課
題三

つ
の
課
題
を
挙
げ

る
。第

一
に
、
つ
る
お
か
住

宅
の
魅
力
を
市
民
に
し
っ

か
り
知
ら
し
め
る
企
画
・

宣
伝
力
を
蓄
え
る
。

第
二
に
、
常
設
の
モ
デ

ル
ハ
ウ
ス
の
確
保
。
ユ
ー

ザ
ー
が
家
を
建
て
る
時
の

判
断
材
料
と
し
て
モ
デ
ル

ハ
ウ
ス
が
重
視
さ
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
ま
で
の
業
者

に
よ
る
内
覧
会
な
ど
に
は

大
き
な
制
約
が
あ
る
。

第
三
に
、
大
手
メ
ー
カ

ー
が
お
こ
な
っ
て
い
る
、

住
宅
新
築
に
関
わ
る
種
々

の
補
助
制
度
活
用
や
、
銀

行
か
ら
の
融
資
、
建
築
の

た
め
の
手
続
き
等
の
代
行

等
々
。

振
興
の
た
め
の
提
案

こ
の
課
題
の
解
決
を
図

る
た
め
に
、
以
下
４
点
提

案
す
る
。

①
つ
る
お
か
住
宅
運
動
を

推
進
す
る
事
務
局
的
機
能

の
強
化
、
宣
伝
・
企
画
等

を
進
め
る
力
量
あ
る
専
任

体
制
の
確
立
を
図
る
。
こ

れ
で
、
課
題
の
一
番
目
と

三
番
目
の
解
決
を
図
る
。

②
つ
る
お
か
住
宅
の
モ
デ

ル
ハ
ウ
ス
の
確
保
。
市
の

施
設
と
し
て
建
設
す
る

か
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
個

別
業
者
が
建
設
す
る
も
の

を
市
と
し
て
思
い
切
っ
て

支
援
す
る
。

③
建
て
主
に
動
機
付
け
を

与
え
る
よ
う
な
助
成
。

県
内
各
市
が
住
宅
新
築

に
「
祝
金
」
な
ど
の
支
援

を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

④
つ
る
お
か
住
宅
の
魅
力

の
普
及
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
作
成

し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
活

用
す
る
と
と
も
に
、
市
と

し
て
も
資
料
を
作
成
し
、

活
用
を
図
る
。

一
般
住
宅
だ
け
で
な

く
、
地
場
産
材
を
活
用
し

た
公
共
建
築
物
の
魅
力
、

木
材
の
経
済
循
環
の
意

義
、融
資
や
補
助
制
度
等
、

市
と
し
て
つ
る
お
か
住
宅

を
支
援
す
る
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
。

重
要
な
課
題
で
あ
り
、

支
援
を
続
け
る

建
設
部
長

本
市
に
お
け

る
住
宅
産
業
は
関
連
業
種

も
多
く
、
地
域
経
済
に
と

っ
て
も
大
き
な
比
率
を
占

め
る
産
業
。

①
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の

事
務
局
は
、
建
築
士
会
鶴

岡
田
川
支
部
内
に
設
け
ら

れ
て
い
る
が
、
市
建
築
課

に
も
問
合
せ
先
を
設
け
、

連
携
し
な
が
ら
事
務
局
機

能
を
担
っ
て
い
る
。

今
後
、
取
り
組
み
の
強

化
に
合
わ
せ
、
人
員
配
置

も
含
め
て
安
定
し
て
工
事

受
注
が
で
き
る
仕
組
み
づ

く
り
も
含
め
て
、
関
係
団

体
と
協
議
を
行
う
。

②
継
続
的
な
「
つ
る
お
か

住
宅
」
の
普
及
を
図
っ
て

い
く
上
で
、
有
効
な
手
段

の
一
つ
に
は
な
る
が
、
多

額
の
費
用
を
要
す
る
ほ

か
、
休
日
に
お
け
る
人
員

配
置
や
管
理
体
制
、
維
持

管
理
に
お
け
る
経
費
、
処

分
に
関
わ
る
リ
ス
ク
な
ど

様
々
な
課
題
が
あ
る
。「
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
で
の
検
討

を
踏
ま
え
て
対
応
す
る
。

③
国
の
木
材
利
用
ポ
イ
ン

ト
や
長
期
優
良
住
宅
の
減

税
制
度
な
ど
の
制
度
の
活

用
や
、
県
の
「
や
ま
が
た

の
木
」
普
及
・
利
用
促
進

事
業
、
山
形
の
家
づ
く
り

利
子
補
給
制
度
な
ど
を
活

用
し
て
い
た
だ
く
。

④
様
々
な
機
会
を
通
し
て

「
つ
る
お
か
住
宅
」
の
魅

力
を
広
く
市
民
に
発
信

し
、
受
注
の
拡
大
に
つ
な

が
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参

り
た
い
。

４
日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
一
般
質
問
で
、
日
本

共
産
党
の
関
徹
議
員
は
、
住
宅
関
連
産
業
の
位
置
づ
け

と
振
興
策
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

駒
止
（
こ
ま
ど
め
、
遊
佐
町
吹
浦
）大

沼

浩

車
の
な
い
昔
、
馬
が
主

点
で
あ
っ
た
の
で
し
ょ

要
な
交
通
手
段
で
し
た

う
。
こ
の
地
点
は
馬
返
し

が
、
道
路
交
通
の
用
語
に

（
う
ま
か
え
し
）
、
駒
返

駒
も
用
い
ら
れ
ま
し
た
。

（
こ
ま
か
え
し
）
、
こ
ま

吹
浦
に
小
字
駒
止
が
あ
り

が
え
り
と
も
呼
ば
れ
ま
し

ま
す
。
鳥
海
ブ
ル
ー
ラ
イ

た
。
曾
良
日
記
の
月
山
の

ン
の
途
中
で
す
。
こ
れ
か

と
こ
ろ
に
は
「
高
清
（
水
）
、

ら
上
は
ヘ
ヤ
ピ
ン
カ
ー
ブ

是
迄
馬
足
叶
」
と
あ
り
ま

の
連
続
に
な
り
ま
す
。
芭

す
の
で
、
芭
蕉
は
月
山
に

蕉
に
随
行
し
た
曾
良
の
日

馬
で
登
っ
た
の
で
し
ょ

記
に
は
、
同
じ
遊
佐
町
女

う
。

鹿
に
「
是
よ
り
難
所
、
馬

大
言
海
は
、
馬
は
大
馬

足
不
通
」
と
あ
り
ま
す
。

（
お
ほ
ま
）
か
ら
「
う
ま
」

広
辞
苑
に
は
、
駒
留
め

に
な
り
、
駒
は
小
馬
（
こ

は
「
馬
を
繋
ぎ
と
め
る
こ

ま
）
で
あ
っ
た
が
、
普
通

と
」
と
あ
り
ま
す
。
駒
止

の
馬
を
い
う
よ
う
に
な
っ

は
馬
足
の
終
点
で
、
馬
を

た
、
と
い
っ
て
い
る
よ
う

繋
い
で
人
の
足
に
移
る
地

で
す
。

３月１３日、重税反対田川地区決起集会が開催さ

れ、２５０人の参加者が増税反対などを訴えました。

土木課入札結果（ ）内は予定価格
3月17日入札分

・水沢14号線道路改良工事(債務負担行為)（水沢地内）
(有)ズーアソシエイツ 2,620,000円（2,977,000円）工期～6/6（落札率88.0％）

建築課入札結果（ ）内は予定価格
3月17日入札分

・市澤田堰中継ポンプ場解体工事（馬場町11番1）
(株)三浦土建 12,970,000円（13,390,000円）工期～6/30（落札率96.9％）
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